教科「水産」研究委員会（海洋漁業部会）
第２２回全国水産・海洋高等学校
フィッシング技能コンテストの実施について（ご案内）
標記について、下記のとおり実施いたします。
コンテストの目的を御理解いただき、貴校生徒が多数参加されますよう御高配の程よろしくお願いいたします。
記

１　目　　的
（１）科目「水産海洋基礎」「漁業」「マリンスポーツ」の趣旨に則り、フィッシング（釣り）の技術や海浜等利用におけるマナー向上の契機とする。
（２）釣りを通じて海に親しむ機会の伸長に努めるとともに、各校や地域の環境保全を通じて、各校の教育活動を地域や中学校等へ発信する機会とする。
（３）「海の日」を活用するなど全国一斉の一体感ある取り組みとし、各校や全国の表彰を組み合わせることで、学校単位での活性化に資する。

２　日　　時　　申し込み後から９月３０日（月）まで
３　場　　所　　各校、各地域（海浜、防波堤、実習船上など）※実習船は小型実習船に限る
４　実施方法
（１）海洋漁業部会が例示する要項に基づき、海浜清掃等の環境保全活動を含め、各校で実施要項を定める。
（２）各校の漁業・水産海洋基礎担当者を中心に校長が実行委員を選定し、実施する。
５　参加条件
（１）令和６年度に「漁業技術検定」または「水産海洋技術検定」を実施予定の学校
（２）コンテスト当日、海浜清掃など、海の利用におけるマナー向上の取組を実施する学校
（３）コンテストを教育課程に含まれない行事（授業・実習以外の行事）として実施できる学校
（４）原則として、地先水面（地域の海浜、河川・湖沼）で実施できる学校
６　参加申込
各校は、海洋漁業部会部会長に対し、実施要項を定めるとともに参加生徒数などについて、別紙様式１にて電子メールで申し込むこと。
なお、申込期限は６月２１日（金）とする。
７　報　　告
　　各校は、実施結果について報告するとともに、要項に示す基準に基づき釣果の概要を別紙様式２にて電子メールで報告する。また、実施の概要を示す写真や全長測定の証明写真も電子メールに添付すること。
　　なお、報告期限は１０月１１日（金）とする。
８　表　　彰
（１）各校での表彰
下記、【表彰部門】を基本に表彰基準を設け、各校で表彰する。各校独自の表彰も可とする。
（２）全国表彰
海洋漁業部会部会長は、各校から報告があった釣果を精査し、表彰する。
【表彰部門】ア）シロギスの部、ブラックバスの部、マアジの部、
ロックフィッシュの部、カサゴの部
　　　　　　イ）長ものの部（マアナゴ、タチウオ、ウナギ、ダツなど）
ウ）大物の部（全長）　※別紙[１]参照
９　その他
（１）様式１、様式２については、海洋漁業部会のホームページよりダウンロードできます。
（２）補助金：海洋漁業部会は、実施各校に対して費用補助を行う。　※別紙[２]参照
（３）注　意：天候・潮汐等の影響を加味して安全を確保すること。

別紙[１]
表彰対象魚に関する基準
（１）表彰部門　

（ア）シロギスの部、ブラックバスの部、マアジの部、ロックフィッシュの部

（イ）長ものの部（マアナゴ、タチウオ、ウナギ、※１ダツなど）※１：R6ダツ追加

（ウ）大物の部（全長）
　　　　　
（２）表彰対象の基準


①　（ア）の各部門においてエントリーできる全長の最低基準を以下の通りとする。


　　シロギス(15ｃｍ)、ブラックバス(25ｃｍ)、マアジ(20ｃｍ)
　　　　　　
ロックフィッシュの部対象魚種（R６新設）
　　　　　　メバル、カサゴ（２５ｃｍ）、ウッカリカサゴ（３０cm）
アイナメ、クロソイ、キジハタ、マハタ、アオハタ、オオモンハタ、アカハタ、
クエ（30ｃｍ）


②　（イ）長ものの部　および　（ウ）大物の部　に関して、一般に外道とされる魚類を外す。
　　一般に外道とされる魚類の例：サメ、エイ、ウツボなど


③　全長測定を証明する記録画像が必要であり、記録がない場合は表彰の対象とならない。
別紙[２]
補助金に関する基準
◆補助金を下表のように参加人数によって配分する。
	参加人数
	補助金額

	　　 １ ～　10
	 5,000円

	　 　11 ～  20
	 8,000円

	   　21 ～  40
	11,000円

	   　41 ～
	14,000円
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